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平
成
十
七
年
度
交
通
災
害
共
済

の
加
入
申
し
込
み
の
時
期
に
な
り

ま
し
た
。

交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故

で
災
害
を
受
け
た
人
の
救
済
を
目

的
と
し
た
制
度
で
す
。
も
し
も
の

時
の
事
故
に
備
え
、
ぜ
ひ
家
族
そ

ろ
っ
て
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

【
加
入
で
き
る
人
】

市
に
住
民
登
録
、
又
は
外
国
人

登
録
し
て
い
る
人
で
す
。
た
だ
し

二
〜
三
月
中
に
東
伯
郡
以
外
の
住

所
へ
転
出
す
る
人
は
加
入
で
き
ま

せ
ん
。

【
共
済
期
間
】

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

事
故
が
対
象
で
す
。
こ
の
期
間
に

転
出
し
て
も
効
力
は
あ
り
ま
す
。

【
加
入
の
仕
方
】

二
月
中
旬
、
自
治
公
民
館
を
通

じ
て
加
入
申
込
書
を
配
付
し
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
各
町

内
の
世
話
係
の
人
に
掛
け
金
と
一

緒
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

総
務
課
総
務
防
災
係
で
直
接
申
し

込
み
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
加
入
者
証
の
送
付
は
四
月
中
旬

の
予
定
。）

【
見
舞
金
の
対
象
と
な
る
事
故
】

自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転

車
な
ど
、
車
両
で
道
路
を
走
行
中

に
発
生
し
た
人
身
事
故
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
歩
行
者
が
交

通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
場
合
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、

◆
自
転
車
走
行
中
、
転
倒
し
た

◆
歩
行
中
、自
転
車
が
ぶ
つ
か
っ
て

き
た

◆
信
号
で
車
を
停
止
し
た
ら
、
後
ろ

の
車
に
追
突
さ
れ
た
　
　
　

と
い
っ
た
事
故
で
も
対
象
に
な
り

ま
す
。

交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き
は
、

ど
ん
な
に
軽
い
け
が
で
も
、
必
ず

警
察
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。
事
故

当
時
は
軽
い
け
が
と
思
っ
て
い
て

も
、
後
で
傷
が
痛
ん
だ
り
悪
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

警
察
に
届
け
出
が
な
い
と
、
見

舞
金
の
支
給
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

【
見
舞
金
の
請
求
期
間
】

見
舞
金
の
額
は
、
表
の
と
お
り

で
す
。（
わ
ず
か
一
日
の
通
院
で
も

見
舞
金
は
支
給
さ
れ
ま
す
。）

見
舞
金
の
請
求
は
、
事
故
の
あ

っ
た
日
か
ら
一
年
以
内
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
に
必
要
な
書
類
は
総
務
課

総
務
防
災
係
に
あ
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

総
務
課
総
務

防
災
係
（
0
２
２
―
８
１
６
２
）

■遺児見舞金

区　　　分

遺児一人につき

見　　　舞　　　金

第　1 種

100,000円 200,000円
第　2 種

交通事故により、共済加入者である父母、又は主たる
扶養者が死亡した場合、その人と生計を一にしていた義
務教育終了前の子に対して支給されます。

■共済見舞金

区　分

1等級

2等級

3等級

4等級

5等級

6等級

7等級

8等級

9等級

10等級

11等級

12等級

13等級

14等級

15等級

16等級

死亡、自賠法1級障害者

自賠法2級、3級障害

3 0 1 日 以 上

241日から300日まで

211日から240日まで

181日から210日まで

151日から180日まで

121日から150日まで

91日から120日まで

71日から90日まで

51日から70日まで

31日から50日まで

21日から30日まで

15日から20日まで

8 日 か ら 1 4 日 ま で

7 日 以 内

1,000,000

500,000

330,000

220,000

165,000

140,000

120,000

100,000

85,000

70,000

55,000

40,000

30,000

22,000

17,000

12,000

円 2,000,000

1,000,000

660,000

440,000

330,000

280,000

240,000

200,000

170,000

140,000

110,000

80,000

60,000

44,000

34,000

24,000

円

災害の程度（治療実日数）
見　　舞　　金

第１種 第２種

交
通
災
害
共
済

安
い
掛
け
金
で
あ
な
た
を
守
る

平
成
17
年
度
加
入
申
し
込
み
開
始

■共済掛け金

区　　　分

第１種
（大人・小人とも） 500円

1,000円第２種
（大人・小人とも）

共済掛け金（年額）
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1月19日（水）、河北中学校ＬＬ教室で、河北中学校区安全推進委員会が作成した「こどもかけこみ110ばん」のステッカー引き渡し式
が行われました。引き渡し式では、福光教育長が、「子どもたちをとりまく環境は、決して安心安全な状況とは言えませんが、河北地区で
は地域が一体となって取り組んでおり、大きな成果をあげてきました。」と述べました。そのあと、JA鳥取中央、市役所、河北小・西郷
小・上北条小・成徳小児童の代表にステッカーが手渡されました。
児童を代表して、河北小学校の山根結衣さんが、「近所の店だけでなく、ステッカ
ーをはった車が私たちの通学路を走ってくださることになり、ますます安心できる
と思いました。」とお礼の言葉を述べました。
この「こどもかけこみ110ばん」は、倉吉警察署が、子どもたちの安全を確保す

ることを目的に、平成９年から商店や郵便局など市内70カ所を指定しています。河
北中学校区安全推進委員会では、この70カ所のほかに、市の公用車とＪＡの車を
「こども移動かけこみ110ばん」と位置づけてステッカーを配布しました。市では、
今後このような活動をとおして、全市的に子どもたちの安全を見守っていきます。

第
四
十
九
回
倉
吉
文

芸
に
、
四
一
七
名
の
方

か
ら
一
三
五
八
点
の
作

品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
作
品
の
中
か

ら
次
の
と
お
り
受
賞
者

が
決
ま
り
ま
し
た
。

表
彰
式
と
合
評
会
は

二
月
二
十
五
日
（
金
）、

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
で
行

い
ま
す
。

■
倉
吉
文
芸
賞

〈
詩
〉

（
応
募
）
宍
戸
さ
ち
子

〈
短
歌
〉

（
応
募
）
坂
本
佳
子

（
推
薦
）
早
川
喜
久

〈
俳
句
〉

（
応
募
）
磯
江
康
子

（
推
薦
）
長
た
つ
子

〈
自
由
律
俳
句
〉

（
応
募
）
山
本
ひ
ろ
み

（
推
薦
）
秋
山
直
子

〈
川
柳
〉

（
応
募
）
田
中
紀
美
恵

（
推
薦
）
浜
口
悠
子

〈
随
筆
・
評
論
〉

（
応
募
）
東
　
香

（
児
童
生
徒)

西
田
ふ
み

〈
特
集
〉

（
応
募
）
塚
本
由
美
子

■
奨
励
賞

〈
短
歌
〉

（
応
募
）
本
間
温
子

（
推
薦
）
竹
内
多
美
子

〈
俳
句
〉

（
応
募
）
福
井
美
代
子

（
推
薦
）
磯
江
節
代

〈
自
由
律
俳
句
〉

（
応
募
）
南
場
照
代

（
推
薦
）
信
方
繁
子

〈
川
柳
〉

（
応
募
）
岡
崎
美
知
江

（
推
薦
）
前
田
三
津
子

〈
随
筆
・
評
論
〉

（
応
募
）
山
口
博

〈
特
集
〉

（
応
募
）
宍
戸
さ
ち
子

■
佳
作
賞

〈
詩
〉

（
応
募
）
塚
本
由
美
子

東
　
香

〈
短
歌
〉

（
応
募
）
高
木
和
子

石
飛
誠
一

（
推
薦
）
齋
藤
隆
彦

木
島
良
子

〈
俳
句
〉

（
応
募
）
和
田
田
鶴
子

長
た
つ
子

（
推
薦
）
福
井
貞
雄

永
見
松
明

〈
自
由
律
俳
句
〉

（
応
募
）
穐
山
紀
美
子

福
井
冨
枝

（
推
薦
）
入
江
啓
恵

磯
江
公
恵

〈
川
柳
〉

（
応
募
）
田
原
隆
之
助

門
村
幸
子

（
推
薦
）
最
上
和
枝

米
田
幸
子

〈
随
筆
・
評
論
〉

（
応
募
）
広
瀬
瑞
恵

宍
戸
さ
ち
子

〈
創
作
〉

（
応
募
）
椰
島
元

〈
特
集
〉

（
児
童
生
徒)松

島
綾
香

岩
本
愛〈敬

称
略
〉

「
倉
吉
文
芸
四
十
九
号
」

は
二
月
二
十
五
日
頃
、

市
内
の
書
店
、
倉
吉
市

立
図
書
館
で
お
買
い
求

め
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

価
格
は
千
円
（
税
込
）

で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

倉
吉
市
立
図
書
館

（
0
４
７-

１
１
８
３
）

昨
年
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
、

山
口
、
大
分
、
京
都
で
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
ま
し
た
。
養

鶏
業
だ
け
で
な
く
、
大
分
で
は
家

庭
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
鳥
に
も
発

生
が
あ
り
ま
し
た
。
発
生
し
た
ら
、

そ
の
影
響
は
は
か
り
し
れ
ま
せ
ん

が
、
次
の
予
防
対
策
を
し
っ
か
り

行
う
こ
と
で
防
げ
る
病
気
で
す
。

養
鶏
業
だ
け
で
な
く
、
ペ
ッ
ト
と

し
て
鳥
を
飼
育
し
て
い
る
場
合

も
、
予
防
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
鶏
肉
、
鶏
卵
を
食
べ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
人
に
感
染
し
た
例
は
報
告

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

１
飼
育
方
法
（
ペ
ッ
ト
を
含
む
鳥

類
を
飼
育
し
て
い
る
人
）

（
１
）
鳥
の
健
康
状
態
を
、
毎
日
、

こ
ま
め
に
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

（
２
）
鳥
飼
育
施
設
に
は
、
む
や

み
に
関
係
者
以
外
が
近
づ
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
３
）
屋
外
の
飼
育
施
設
は
、
網

で
囲
う
な
ど
し
て
野
鳥
と
の
接
触

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

２
衛
生
対
策
　
〜
清
潔
な
飼
育
環

境
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
〜

（
１
）
飼
料
や
水
は
新
鮮
な
も
の

を
与
え
ま
し
ょ
う
。（
野
鳥
が
飛

来
す
る
池
な
ど
の
水
は
危
険
で

す
。）

（
２
）
定
期
的
に
飼
育
施
設
の
掃

除
を
し
ま
し
ょ
う
。（
汚
れ
の
程

度
に
も
よ
り
ま
す
が
、
市
販
の
消

毒
薬
（
パ
コ
マ
、
オ
ス
バ
ン
な
ど
）

で
、
週
一
回
か
ら
月
一
回
程
度
、

噴
霧
消
毒
を
行
う
と
さ
ら
に
良
い

で
し
ょ
う
。）

（
３
）
屋
外
施
設
の
場
合
、
踏
込

み
消
毒
槽
で
履
き
物
を
消
毒
し
て

か
ら
、
施
設
内
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

（
汚
れ
の
程
度
に
よ
り
数
日
〜
一

週
間
間
隔
で
交
換
し
て
く
だ
さ

い
。）

（
４
）
飼
育
施
設
の
清
掃
や
消
毒

を
行
う
場
合
な
ど
に
は
、
必
要
に

応
じ
て
、
ヤ
ッ
ケ
、
手
袋
、
マ
ス

ク
、
帽
子
な
ど
着
用
し
、
作
業
の

あ
と
に
は
、
手
洗
い
や
う
が
い
を

十
分
に
し
て
く
だ
さ
い
。

３
飼
っ
て
い
る
鳥
が
死
ん
だ
場
合

原
因
不
明
の
ま
ま
連
続
し
て
死

ん
だ
場
合
な
ど
、
不
安
な
点
が
あ

れ
ば
下
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

市
環
境
課
（
0
２
２-

８
１
６
８
）

鳥
取
県
倉
吉
家
畜
保
健
衛
生
所

（
0
２
６-

３
３
４
１
　
夜
間
・
休
日

０
９
０-

４
５
７
８-

０
５
２
９
）

鳥
取
県
中
部
総
合
事
務
所
福
祉
保

健
局
（
愛
玩
鳥
（
家
禽
類
以
外
）

に
関
す
る
相
談
）

（
0
２
３-
３
１
４
９
　
夜
間
・
休
日

0
２
２-

７
０
０
６

ま
た
は
、

０
９
０-

５
２
６
１-
９
６
７
１
）

家
禽

か
き
ん

お
よ
び
愛
玩
鳥
等
の

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策
に
つ
い
て

第
四
十
九
回
倉
吉
文
芸
の
受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た

こどもかけこみ１１０ばん　ステッカー引き渡し式　～地域でこどもたちの安全を見守ります～
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今
年
は
酉
年
、
元
旦
の
祝
賀
会
で
思
わ
ず

鶏
鳴
の
ご
と
く
、
元
気
な
声
の
飛
び
交
う
一

年
に
し
ま
し
ょ
う
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
か
つ

て
は
ど
の
農
家
の
縁
の
下
に
も
鶏
が
い
た
も

の
で
す
。
そ
う
し
た
光
景
が
見
ら
れ
な
く
な

っ
て
、
昨
年
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
騒
動
で

し
た
。
昨
年
を
表
す
漢
字
が
「
災
」
で
し
た

が
、
続
く
言
葉
を
転
じ
て
福
と
な
す
に
変
換

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

今
年
は
、「
行
政
は
無
限
、
ま
た
先
ず
行

政
」
と
い
う
職
員
、
住
民
の
意
識
改
革
を
図

り
、
議
会
を
加
え
た
三
者
に
よ
る
参
画
と
検

証
に
よ
る
自
治
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

近
頃
、
確
実
に
多
く
の
場
面
で
市
民
自
ら
や

れ
る
こ
と
は
な
い
の
か
と
い
う
発
想
と
気
運

の
高
ま
り
を
感
じ
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
市
民

か
ら
の
寄
贈
を
受
け
、
地
域
や
事
業
所
で
希

望
の
あ
る
所
か
ら
申
し
込
み
を
受
け
て
い
る

桜
の
木
も
応
じ
き
れ
な
い
位
注
文
が
あ
り
ま

す
。
木
と
い
え
ば
阪
神
大
震
災
の
後
、
神
戸

や
淡
路
島
で
復
興
の
願
い
を
込
め
た
植
林
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
先
の
台
風
で
は
岡
山
県

北
部
に
倒
木
の
大
被
害
が
起
き
て
い
ま
す
。

木
を
植
え
る
こ
と
は
根
気
よ
く
育
て
る
精
神

を
養
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
春
に
は

学
校
を
含
め
市
内
随
所
に
百
本
近
く
の
桜
が

満
開
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

合
併
に
先
駆
け
て
関
金
町
と
の
、
し
か
も

二
十
五
年
振
り
の
冬
の
成
人
式
は
感
動
的
な

も
の
で
し
た
。
二
十
歳
の
通
過
点
を
ご
家
族

の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
児
童
民
生
委
員
さ
ん

な
ど
か
ら
の
祝
福
と
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
で

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
鳥
取
県
警
察
音
楽

隊
の
皆
さ
ん
に
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
若

者
か
ら
の
「
倉
吉
が
一
番
」
と
い
う
表
明
に

応
え
う
る
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

国
連
に
お
い
て
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採

択
さ
れ
て
五
十
年
以
上
経
過
し
、
そ
の
精
神

を
具
体
化
す
る
人
権
関
連
の
諸
条
約
が
採
択

さ
れ
、
国
際
的
な
人
権
基
準
が
形
成
さ
れ
る

な
ど
、
人
権
尊
重
が
時
代
の
潮
流
と
な
っ
て

い
る
中
、
ま
だ
ま
だ
差
別
の
現
実
が
あ
る
の

が
現
状
で
す
。

近
年
、
科
学
技
術
の
発
展
と
共
に
通
信
手

段
が
多
様
化
し
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰
で
も
が
手
軽
に
情
報
を
受
け
た
り
、
発
信

す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
な
ど
を
利
用
し
、

個
人
に
対
し
て
中
傷
や
差
別
す
る
書
き
込
み

で
人
権
侵
害
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
匿
名
性

を
も
っ
て
、
わ
が
身
を
隠
し
た
り
、
装
っ
た

り
す
る
最
も
卑
劣
で
卑
怯
な
や
り
方
で
人
を

攻
撃
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
に
は
、
人
物
や
場
所
な
ど

ほ
と
ん
ど
特
定
で
き
る
ほ
ど
リ
ア
ル
に
表
現

し
て
あ
っ
た
り
、
想
像
で
人
物
像
を
作
り
上

げ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
こ
こ
に
書
か
れ
た
情
報
は
、
本
人

の
知
ら
な
い
間
に
人
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

侵
さ
れ
た
ま
ま
、
瞬
く
間
に
、
身
近
な
地
域

ど
こ
ろ
か
世
界
中
に
発
信
さ
れ
て
し
ま
う
危

険
性
も
あ
る
の
で
す
。
こ
れ
は
と
て
も
恐
ろ

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
市
内
で
も
頻
繁
に
差
別
落
書
き
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
公
共
の
施
設
等
に
落
書

き
が
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
先
ほ
ど
述

べ
た
匿
名
性
と
い
う
こ
と
で
は
同
じ
だ
と
思

い
ま
す
。
自
分
を
安
全
な
場
所
に
置
き
、
特

定
さ
せ
ず
に
人
や
物
事
に
対
し
て
誹
謗
中
傷

や
差
別
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
。

現
在
、
多
様
化
す
る
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
、

人
と
人
と
の
繋
が
り
が
希
薄
に
な
る
中
で
、

う
ま
く
人
間
関
係
が
築
け
な
い
人
が
増
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
孤
独
を
感
じ

た
く
な
い
た
め
に
、
仮
の
姿
で
会
話
し
て
ス

ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
、
憂
さ
を
晴
ら
し
て
自

己
満
足
感
に
浸
ろ
う
と
す
る
行
為
が
、
結
果

的
に
は
、
他
人
の
人
権
を
傷
つ
け
、
自
ら
も

傷
つ
く
行
動
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

「
自
分
は
人
で
あ
り
、
周
り
の
人
も
人
で

あ
る
。」
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
相
手
を
思
い
や
り
、

謙
虚
で
人
の
痛
み
の
分
か
る
生
き
方
を
し
た

い
も
の
で
す
。

(

部
落
解
放
・
人
権
啓
発
資
料
作
成
委
員
会
　
藤
井)

国
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
世
帯
が
、
二
〇
〇
五
年
度
に
四
千
万
世
帯
、
人
口

で
一
億
人
を
突
破
す
る
と
い
う
予
測
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
パ
ソ
コ
ン
、
携

帯
電
話
等
通
信
機
器
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
便
利
に
な

っ
た
反
面
、
様
々
な
問
題
も
起
こ
っ
て
い
る
現
実
も
あ
り
ま
す
。

自
分
自
身
に
も
起
こ
り
得
る
問
題
と
し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

620部落解放

シリーズ
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差別のない明るい社会へ

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
人
権
侵
害
を
考
え
る
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こ
こ
に
生
き
る

倉
吉
市
長
　
長
谷
川
稔

旧倉吉線の記録写真を
ぜひご覧ください。

1985（昭和60）年3月31日に、廃止された倉
吉線（旧国鉄）の各駅や、駅構内、踏切、時刻
表などを写したスナップ写真のアルバムを、松
井寶二郎さん（瀬崎町）が、倉吉市に寄贈され
ました。
倉吉線は、1912

（明治45）年に現
在の倉吉駅から現
明治町までの間で
開業し、昭和に入
ってから順次延長
され、山守駅（関金町）までを何度も往復しま
した。
アルバムは、カラー複写をして、鉄道記念館
に展示する予定としています。

旧倉吉線の最終駅山守駅構内(下)と関金駅（上)




